様式第１号（第３条関係）

 eq \o\ad(福井県郷土工芸品指定申請書,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　福井県知事　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　

　福井県郷土工芸品指定要綱第３条の規定により、次の工芸品を福井県郷土工芸品として指定されるよう申請します。

　なお、指定のうえは同要綱第７条の規定に従います。

記

１　申請に係る工芸品の概要

（1） 工芸品名

（２）沿革と特徴

（３）用途

（４）製造工程

（５）製造技術又は技法

（６）使用されている原材料

（７）製造者等の概要

（８）その他

（備考）

　①　概要は、別添各様式に記入すること。

　②　申請者は、申請書１通と写し２通を提出すること。

3 市町長は、写し１通を控えとし残部を知事に送付すること。

様式１－（１）　工芸品名

	


様式１－（２）　沿革と特徴

	


様式１－（３）　用途

	製　品　名
	主　　要　　な　　用　　途

	
	

	
	

	
	

	
	


（注）　記載にあたっては、当該工芸品の製品で、主要な製品から記入すること。

様式１－（４）　製造工程

	　　　　　　　　　　　　　　　　（注）代表的な工程について記入する。

· 工程図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【原材料名】　　　【原材料名】

　（例）　【原材料名】　　１　　　　　　　　２　　　　　　　　３　　　　　　　　４　　　　　　　　５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　【原材料名】

	番　号
	工　　程　　名
	使用する道具・機械名
	作　　業　　の　　内　　容
	手作業の

有　　無
	主要工程

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（注）１　「工程図」は原材料から製品の完成までの過程について作業順に記入し、「番号」、「工程名」は工程図の番号、工程名を記入する。

　　　２　「使用する道具・機械名」は主要なものを記入し、特殊なものについては別紙により説明を付すこと。

　　　３　「作業の内容」は、各工程における作業の内容が明確となるよう具体的に記入する。

　　　４　「手作業の有無」、「主要工程」は、該当工程に○印等で記入する。

様式１－（５）　製造技術または技法

	番号
	名　　　称
	内　　　　　　　　容
	 eq \o\ad(発祥地,　　　　　　)
確立した年代
	本県における

 eq \o\ad(開始年代,　　　　　　)

	
	
	
	
	


（注）１　「番号」は、様式１－（３）の製造工程の工程図の中に記入した番号を記入する。

　　　２　「内容」は、技術または技法の具体的内容で特に伝統性・独自性が明確となるように記入する。

　　　３　「年代」は、元号または西暦で記入する。

様式１－（６）　使用されている原材料

	名　　　称
	使用開始年代
	主要産地
	特　　　　徴　　　　等
	 eq \o\ad(主原材料、,　　　　　　)
副原材料の別

	
	
	
	
	


（注）１　「使用開始年代」は、元号または西暦で記入する。

　　　２　「主要産地」は、県外のときは国名または都道府県名で、県内のときは市町名で記入する。

　　　３　「特徴等」は、工芸品の品質、もち味等の観点から当該原材料を使用する必要性、当該工芸品との関連などを記入する。

様式１－（７）　製造者等の概要

　設立年月日および経緯について（個人の場合は生年月日および経歴）

（1） 設立年月日（生年月日）

（2） 設立の経緯（経歴）

（3） 役員および事務局員の氏名等（個人の場合は当該個人および従事者）

	役　名
	氏　　名
	就任年月日
	所属企業名
	工芸品製作の従事時期

	
	
	
	
	従事開始
	経過年数

	
	
	
	
	
	


様式１－（８）　その他

　当該工芸品および当該工芸品の製造者に係る受賞・表彰・登録・需要の傾向、今後の生産目標および課題などを記入する。

≪製品名≫





工程名





工程名





工程名





工程名





工程名








